
特 集

地域を支える 赤十字奉仕団

伊奈町赤十字奉仕団の課題とは？
・団員の高齢化が進んでいる（平均年齢68.7歳）
・若年人口の減少などで団員のなり手が減少し
ている
・同じ町内でも地区により団員数に偏りがあ
り、活動に影響が生じることがある
・災害時に、力や体力を必要とする場面で活躍
を期待できる、若い世代や男性の団員が少な
い

現状の課題を解消すると…？
・地域を見守り、支える担い手が増加し、高齢
者支援や災害救護活動など、有事における地
域住民への支援体制の強化が見込める
・若い世代や男性が参加することで、これまで
以上に地域社会やコミュニティの活性化につ
ながる

ご
存
じ
で
す
か
？ 

赤
十
字
奉
仕
団

（
活
動
内
容
は
、
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

「伊奈町赤十字奉仕団」を知ろう
　ここでは、伊奈町赤十字奉仕団の現状を紹介します。下のグラフのとおり、現在の町赤十字奉
仕団の団員数は直近６年間で最も少ない状況にあります。
　では、団員数が減少することで、町赤十字奉仕団がどのような課題に直面し、それを解消する
とどのようなメリットがあるのかを見ていきましょう。

〈伊奈町赤十字奉仕団のデータ〉
結成年月日　昭和53年11月10日
団　員　数　63名（男性７名、女性56名）

赤十字奉仕団に入団したきっかけは？赤十字奉仕団に入団したきっかけは？ 活動を通じて良かったことは？活動を通じて良かったことは？

〈主な理由〉
・地域の高齢者との会話が増
えた
・研修などを通じて日常生活
では経験できない貴重な体
験ができた
・災害時の対応を学べた

■民生委員になったため
■広報紙
■町内イベント
■その他
　（知人の誘いなど）

■若い世代を呼び込みたい
■防災訓練などに参加したい
■現状に満足
■現状の活動を見直したい
■特になし

伊
奈
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
に

　
　
　
　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
！

伊
奈
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
に

　
　
　
　
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
！

―

活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
友
愛
訪
問
、
救
護
支
援
、
敬
老
会
運

営
の
お
手
伝
い
、
そ
れ
か
ら
特
別
社
資

募
集
や
募
金
活
動
、
乳
児
健
診
の
お
手

伝
い
、
防
災
訓
練
や
文
化
祭
で
の
炊
き

出
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
の
受
講
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

―

活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。 

　
普
通
に
生
活
し
て
い
る
と
あ
ま
り
経

験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す

ね
。
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

―

伊
奈
町
赤
十
字
奉
仕
団
員
の
高
齢

化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

　
奉
仕
団
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
地
域
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て

も
、
若
い
世
代
の
協
力
を
と
て
も
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
力
仕
事
を
は

じ
め
、
災
害
時
は
何
が
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
男
性
が
い
る
と
と
て
も

心
強
い
で
す
。

―

新
た
に
入
団
し
た
い
方
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
あ
り
ま
す
か
。

　
最
初
は
何
も
わ
か
ら
な
い
不
安
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
心
の

不
安
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
区
で
は
、
新
し
い
方
が
入
っ
て
き

た
と
き
に
、
「
友
愛
訪
問
が
い
つ
あ
る

か
ら
、
こ
う
す
る
ん
だ
よ
」
と
教
え
て

あ
げ
た
り
、
一
緒
に
訪
問
し
た
り
し
た

と
聞
き
ま
し
た
。
団
員
同
士
、
い
つ
で

も
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ほ
し
い
で
す
。

―

最
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
け
れ
ど
も
踏
み
出
せ
な
い
方
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
世
界
的
な
人
道

支
援
、
中
立
性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
、
人
間
の
尊
厳
の
も
と
に
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。
年
齢
も
性
別
も
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
お
持
ち
の
方
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Ｑ

今後の活動についてご意見はありますか？今後の活動についてご意見はありますか？Ｑ

Ｑ

伊奈町赤十字奉仕団委員長

大島 惠子 さん

　年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

約３割が「若い世代を呼び込みたい」と回答

伊奈町赤十字奉仕団 団員数推移

H30 R1 R2 R3 R4 R5

100
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80

70
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40

大幅に減少!

人
数

67
70

87

80 81

63

８割以上の団員が
　「良かったことがある」と回答

82％

14％

9％ 70％

8％
13％

4％

28％
18％ 28％

20％

6％

聞いてみました！団員の声聞いてみました！団員の声

▼

・高齢化が進んでいるので、災害時に活躍できる
若い世代を増やしたい
・学生が参加できるイベント（炊き出し訓練な
ど）を作りたい
・団員研修は仲間と意見交換できる機会がほしい
・コロナ禍で中止となった活動を戻したい
・地区によって団員数に偏りがあるので、奉仕団
を積極的にＰＲし、団員を増やしたい

■ある　■ない　■未回答

　
「
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢

献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を

持
っ
た
方
々
に
よ
っ
て
、
市
区

町
村
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
こ
と
で
す
。

　
日
常
生
活
を
通
じ
て
、
赤
十

字
の
精
神
の
実
践
に
努
め
、
社

会
福
祉
と
世
界
の
平
和
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
を

草
の
根
で
支
え
る
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
赤
十
字
の
精
神
」
と
は…

   

　
「
人
間
生
命
は
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
念
頭

に
、
苦
し
ん
で
い
る
人
は
敵
味

方
の
別
な
く
救
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
「
人
道
」
こ

そ
が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
赤
十
字
奉
仕
団
」
と
は…

特
集
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団
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